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日
本
独
自
の
文
化
で
も
あ
る
新
元
号
が
発

表
さ
れ
、こ
れ
を
一つ
の
区
切
り
と
し
て
、新
し

く
始
ま
る
時
代
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
過
日
テ
レ
ビ
で
世
界
最
高
齢
者
と
なっ
た
田

中
カ
子
さ
ん（
１
１
６
歳
）が
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
る
姿
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。明
治
、大

正
、昭
和
、平
成
、令
和
と
五
代
に
亘
る
元
号

の
下
に
歩
み
続
け
て
お
ら
れ
る
人
生
は
日
本

の
近
代
化
に
お
け
る
歴
史
の
生
き
字
引
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
田
中
さ
ん
が
自
分
の
長

生
き
に
つい
て「
毎
日
よ
く
食
べ
、笑
い
を
絶
や

さ
ず
に
過
ご
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ど
ん
な
に
悲
し
く
、苦
し
く
と
も
明
日
を

信
じ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
３
月
の
定
例
会
で
は
、全
議
員
が
新
年
度
の

事
業
内
容
と
予
算
額
に
つい
て
、適
正
で
あ
る

か
ど
う
か
、深
く
踏
み
込
ん
だ
質
問
を
さ
れ
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、一般
会
計
で
46
億
４
，６

０
０
万
円
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
る

よ
う
、しっか
り
と
監
視
を
し
、村
の
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

内容は14ページ記事をご覧ください。

●平成３１年３月定例会…………P2～6
●４議員が一般質問……………P8～12
●議員表彰 ……………………………… P14

主 な 内 容

か
ね

表紙の写真
　４月８日（月）に行われた大里小学校入学式での一コマ
です。校長先生から教科書を受け取る姿は、緊張しながら
も、これから始まる新しい生活への期待に溢れているよう
に感じられます。元気に成長してもらいたいですね。

　去る２月６日に開催された第７０回
全国町村議会議長会定期総会におい
て、「自治功労者として１５年以上議会
議員に在職し、村自治の振興発展に
尽くされた」として、廣瀬和吉議長、後
藤修副議長、揚妻一男議員、小山克彦
議員の４名に対し、全国町村議会議長
会会長より表彰状と記念品が贈られ
ました。
　これらの表彰状は、３月定例会にお
いて廣瀬議長から各議員に伝達され
ました。 左から小山議員、廣瀬議長、後藤副議長、揚妻議員

自治功労者表彰を
４名が受賞活動

の員議会議

［平成３１年３月１１日］
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　平成３１年３月定例会では、平成３１年度予算や条例制定など３８件（追加１件を含む）が提出され、審議の
結果、全議案が可決されました。
　また、２件の陳情を審議、１件を採択とし、議員発議案１件が可決されました。
　本定例会では、４名の議員が一般質問を行い、添田村政や人口減少・少子高齢化対策などについて問い
ました。

一般会計予算総額 ４６億４,６００.0万円（前年度比１.６％増）
※うち放射能対策事業等を除いた額 ４０億２,４７８.0万円（前年度比５.５％増）
特別会計（１３会計）予算額合計 １７億９,７１７.１万円（前年度比０.６％増）
水道事業会計予算
　収益的収入及び支出　収入・支出  １億４,８８３.８万円
　資本的収入及び支出　収入  　　８,５００.３万円
　　　　　　　　　　　支出  １億３,３５４.４万円

新年度の主な事業と議員質疑

みんなで支え合い
築く健康づくり
予算総額

およそ５億１４５万円
■生涯にわたる
　心と体の健康づくり
 １億２,１３２万円
■地域で支え合う福祉の充実
 １億８,８４６万円
■安心して子育てできる
　環境づくり １億９,１６６万円

安心安全な
環境づくり新年度

事業の予算
内訳

予算総額
およそ８億６,９６４万円

■快適に暮らせる住環境の整備
 ２億９,８８０万円
■安心安全に暮らせる環境整備
 ５億２,７７６万円
■豊かな自然環境の保全と活用
 ４,３０７万円

未来につなぐ
村づくり
予算総額

およそ４億４,４３６万円
■村民と行政の協働体制づくり
 ９０５万円
■実行力のある行財政運営と
　連携の推進 ４億３,５３１万円

心豊かな
人づくり
予算総額

およそ６億５,７７４万円
■子どもたちの生き抜く力を
　育む環境整備
 ６億１,３０８万円
■誰もが夢をもてる
　生涯学習社会 ３,４３０万円
■豊かな心を育むための
　文化振興 １,０３５万円

地域を活かした
産業づくり
予算総額

およそ３億８,９５３万円
■活力ある農林業の推進
 ２億８,８２８万円
■地域経済活性化の促進
 ９７０万円
■地域資源を活用した
　観光の振興 ９,１５４万円

新年度予算は昨年
同様５つの基本目標
のもと予算が組まれ
ています。

　新年度予算は、前ページでご紹介した５つの基本目標を中心に予算編成が行われています。
　主な事業の概要について取り上げました。

感染症予防
●予防接種事業委託料（風疹の追加的対策）
　妊婦さんのお腹の赤ちゃんを先天性風疹症候
群という病気から守るために、抗体保有率が低
い年代の男性に風疹の抗体検査及び予防接種
を無料で実施し、安心して
出産できる環境をつくる。

3月定例会［会期］ ３月5日～１3日まで

新年度予算への質疑と答弁

実施隊は１２名で構成されております。また、パトロールは出没時の警戒活動などです。活動支援事業補助金は４０万円を
計上しており、３０万円は弾丸購入や隊の運営経費に、１０万円は新規に猟銃免許を取得するための費用となっております。

［産業課長］A

鳥獣被害について、現在の鳥獣被害対策実施隊は何名で構成されているのか。また、パトロールの
内容や活動費用についてはどうなっているのか。

［揚妻議員］Q

イベント
●オートキャンプ世界大会実行委員会補助金
　平成31年9月28日
～10月6日にかけて
羽鳥湖高原を中心と
して行われるオート
キャンプ世界大会へ
の補助金。参加人数
は延べ1,400人泊を
予定している。

防犯・防災
●防犯カメラ整備
　役場周辺など５箇所の設置を予定。
●ホームページ用防災マップ作成委託
　インターネットの住宅地図上で警戒区域等を
閲覧できるもの。

施設整備
●給食センター改築工事
　昭和５６年に建設された天栄中学校北側にある
現給食センターの老朽化に伴い、天栄中学校
プール南側の敷地に新たに改築するもの。

給食センター建設予定地

児渡地域高齢者自主サロン

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑に関しては、会議録をご覧ください。

最近は鳥獣被害が増加しているため、隊員の確保が今後重要な課題となっているので、そちらにつ
いても力を入れていただきたい。

［揚妻議員］

［議案第23号］ 平成31年度天栄村一般会計予算について

歳入歳出総額４６億４，６００万円 可決
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　平成３１年３月定例会では、平成３１年度予算や条例制定など３８件（追加１件を含む）が提出され、審議の
結果、全議案が可決されました。
　また、２件の陳情を審議、１件を採択とし、議員発議案１件が可決されました。
　本定例会では、４名の議員が一般質問を行い、添田村政や人口減少・少子高齢化対策などについて問い
ました。

一般会計予算総額 ４６億４,６００.0万円（前年度比１.６％増）
※うち放射能対策事業等を除いた額 ４０億２,４７８.0万円（前年度比５.５％増）
特別会計（１３会計）予算額合計 １７億９,７１７.１万円（前年度比０.６％増）
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　資本的収入及び支出　収入  　　８,５００.３万円
　　　　　　　　　　　支出  １億３,３５４.４万円

新年度の主な事業と議員質疑

みんなで支え合い
築く健康づくり
予算総額

およそ５億１４５万円
■生涯にわたる
　心と体の健康づくり
 １億２,１３２万円
■地域で支え合う福祉の充実
 １億８,８４６万円
■安心して子育てできる
　環境づくり １億９,１６６万円
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事業の予算
内訳

予算総額
およそ８億６,９６４万円

■快適に暮らせる住環境の整備
 ２億９,８８０万円
■安心安全に暮らせる環境整備
 ５億２,７７６万円
■豊かな自然環境の保全と活用
 ４,３０７万円

未来につなぐ
村づくり
予算総額

およそ４億４,４３６万円
■村民と行政の協働体制づくり
 ９０５万円
■実行力のある行財政運営と
　連携の推進 ４億３,５３１万円

心豊かな
人づくり
予算総額

およそ６億５,７７４万円
■子どもたちの生き抜く力を
　育む環境整備
 ６億１,３０８万円
■誰もが夢をもてる
　生涯学習社会 ３,４３０万円
■豊かな心を育むための
　文化振興 １,０３５万円

地域を活かした
産業づくり
予算総額

およそ３億８,９５３万円
■活力ある農林業の推進
 ２億８,８２８万円
■地域経済活性化の促進
 ９７０万円
■地域資源を活用した
　観光の振興 ９,１５４万円

新年度予算は昨年
同様５つの基本目標
のもと予算が組まれ
ています。

　新年度予算は、前ページでご紹介した５つの基本目標を中心に予算編成が行われています。
　主な事業の概要について取り上げました。

感染症予防
●予防接種事業委託料（風疹の追加的対策）
　妊婦さんのお腹の赤ちゃんを先天性風疹症候
群という病気から守るために、抗体保有率が低
い年代の男性に風疹の抗体検査及び予防接種
を無料で実施し、安心して
出産できる環境をつくる。

3月定例会［会期］ ３月5日～１3日まで

新年度予算への質疑と答弁

実施隊は１２名で構成されております。また、パトロールは出没時の警戒活動などです。活動支援事業補助金は４０万円を
計上しており、３０万円は弾丸購入や隊の運営経費に、１０万円は新規に猟銃免許を取得するための費用となっております。

［産業課長］A

鳥獣被害について、現在の鳥獣被害対策実施隊は何名で構成されているのか。また、パトロールの
内容や活動費用についてはどうなっているのか。

［揚妻議員］Q

イベント
●オートキャンプ世界大会実行委員会補助金
　平成31年9月28日
～10月6日にかけて
羽鳥湖高原を中心と
して行われるオート
キャンプ世界大会へ
の補助金。参加人数
は延べ1,400人泊を
予定している。

防犯・防災
●防犯カメラ整備
　役場周辺など５箇所の設置を予定。
●ホームページ用防災マップ作成委託
　インターネットの住宅地図上で警戒区域等を
閲覧できるもの。

施設整備
●給食センター改築工事
　昭和５６年に建設された天栄中学校北側にある
現給食センターの老朽化に伴い、天栄中学校
プール南側の敷地に新たに改築するもの。

給食センター建設予定地

児渡地域高齢者自主サロン

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑に関しては、会議録をご覧ください。

最近は鳥獣被害が増加しているため、隊員の確保が今後重要な課題となっているので、そちらにつ
いても力を入れていただきたい。

［揚妻議員］

［議案第23号］ 平成31年度天栄村一般会計予算について

歳入歳出総額４６億４，６００万円 可決
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採択継続審査

主な議案審議の内容

　福島県より旅券法の権限移譲を受け
た上で、一般旅券（パスポート）の申請
受理及び交付等の事務について、須賀
川市に事務委託をするために必要な協
議を行うことについて可決しました。
　今まで須賀川市役所での旅券申請・
交付は、須賀川市内在住もしくは通勤
通学者に限られていましたが、本年６月
より利用できる対象者を岩瀬・石川両
郡７市町村の在住者（通勤通学者を含
む）にも拡大し、福島空港活性化と住民
の利便性向上を図るものです。
　今後は４月から住民の皆様へ周知を
行い、６月から須賀川市役所において
パスポート窓口申請が行えるようにな
ります。

　近年、災害が増加・大規模化する中で、地域
防災の中核を担う消防団員の処遇改善を行う
ため、出動手当額について条例の改正が行わ
れました。
　今まで火災や風水害、警戒、訓練で出動した
場合、１回につき1,400円が手当として支払わ
れていましたが、改正後には1,800円に増額さ
れることとなります。
　この条例は平成３１年４月１日から施行され
ます。

可決

可決
Pickup!! ［議案第7号］ 天栄村消防団設置等に関する条例の一部を

 改正する条例の制定について

［議案第8号］ 須賀川市と天栄村との一般旅券の申請受理及び
 交付等に関する事務の委託に関する規約の締結に
 関する協議について

消防団員の出動手当を増額

Pickup!!

一般旅券（パスポート）の申請・交付等
事務の委託について協議することを可決

全国知事会が「米軍基地負担に関する研究会」を
開催し、国に対し提言を発表したことは理解でき
るものの、本陳情が村民にとって有益か、引き続
き審査する必要があるため。

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨
に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定
の見直しを国に求める意見書提出の陳情について

総務常任委員会

福島県最低賃金は、全国で31位と低位にある。
一般的な賃金の実態に見合った十分な水準に引
き上げていくことは、県及び村の復興促進のため
にも重要であると考える。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出の陳情について

産業建設常任委員会

平成30年度一般会計補正予算と
陳情書及び議員発議案

9月に行われた模擬火災訓練

原形復旧工事中の今坂仮置場 給水ポンプ改修予定の牧本小学校

・放射能除染事業 ......................................................１億５,０００万円
・ふくしま森林再生事業......................................１億５,７２１.８万円繰越明許費

・天栄村公共施設整備基金積立金 .............................８,１００万円
・こども未来基金積立金 .....................................................１７６万円積立金

・牧本小学校給水ポンプ改修工事..............................１２６.４万円小学校費

可決
Pickup!! ［議案第12号］ 平成３０年度一般会計補正予算について

一般会計補正予算（第７号）の総額から
２億２,４１２.３万円減額

補正の
主なもの

須賀川市

古殿町

平田村

天栄村

玉川村

浅川町

鏡石町

石川町

Fukushima
　陳情書２件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において２件のうち１件が採択とな
りました。

【意見書の送付先】 内閣総理大臣・厚生労働大臣・
 福島労働局長

２件の陳情を審査、議員発議案により１件の意見書提出へ

継続審査
とは？

閉会中も審査を継続させること。
次回定例会にて再度審議します。
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【意見書の送付先】 内閣総理大臣・厚生労働大臣・
 福島労働局長

２件の陳情を審査、議員発議案により１件の意見書提出へ

継続審査
とは？

閉会中も審査を継続させること。
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号

傍聴券

可決

平成31年第1回臨時会の議案審議結果
［会期］ 1月２５日

条例改正（議案第１～３号）

第１回臨時会において、７件の議案が審議され、原案どおり可決となりました。議案の内容は下記のとおりです。

　全国町村議長会が示す「標準」町村議会傍聴規則の改正に伴い、天栄村議会傍聴規則の改正が行
われました。個人情報保護の観点から、傍聴の際にご記入いただいていた「傍聴人受付簿」が廃止となり、
新たに「傍聴人受付票」を設けることとなっています。

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に
関すること
村長等の給与及び旅費に関すること
職員の給与に関すること

可決平成30年度補正予算（議案第４～７号）

天栄村一般会計補正予算（歳入歳出それぞれ400万円追加）
天栄村国民健康保険特別会計補正予算（診療施設勘定：歳出の補正）
天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算（歳出の補正）
天栄村水道事業会計補正予算（収益的収入及び支出３.１万円追加）

1号

4号
5号
6号
7号

2号
３号

人事院勧告及び福島県
人事委員会勧告に基づく
期末手当及び旅費に関
する改正

3月定例会その他審議結果一覧表

①傍聴人受付票と
②傍聴券の両方に
住所・氏名・年齢を
ご記入ください。

傍聴規則が改正となりました
議
　
　案

事　件 内　容 結果
1 原案可決

2 原案可決

3 原案可決

児童扶養手当法の改正に伴う所要
の改正

災害弔慰金の支給等に関する法
律の改正に伴う所要の改正

天栄村ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

天栄村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

労働基準法の改正を踏まえた所
要の改正

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

個人情報保護法の改正に伴う所要
の改正天栄村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

10 原案可決

11 原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

天栄村農業促進ハウスの指定管理者の指定について

特定非営利活動法人湯田組
理事長　星　孝美
特定非営利活動法人湯田組
理事長　星　孝美

天栄村農村交流施設の指定管理者の指定について

5 原案可決

地方税法等の改正に伴う所要の改
正天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について6 原案可決

平成30年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 事業勘定 3,107.4万円減額
診療施設勘定 302.4万円減額13

平成31年度天栄村国民健康保険特別会計予算について 事業勘定歳入歳出6億7,533万円
診療施設勘定歳入歳出4,730.8万円24

財産の取得に関し議決を求めることについて 道の駅季の里天栄周辺用地取得
54,680㎡ 5,788万656円38 原案可決

14
15
16
17
18
19
20
21

平成30年度牧本財産区特別会計補正予算について
平成30年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について
平成30年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について
平成30年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 
平成30年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 
平成30年度天栄村介護保険特別会計補正予算について     
平成30年度天栄村風力発電事業特別会計補正予算について
平成30年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について

歳入歳出35.1万円減額
歳出の補正
歳入歳出23.9万円追加
歳入歳出13万円減額
歳入歳出55万円減額
歳入歳出560.4万円追加
歳入歳出2,372.7万円減額
歳入歳出165.7万円減額

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

平成31年度牧本財産区特別会計予算について
平成31年度大里財産区特別会計予算について
平成31年度湯本財産区特別会計予算について
平成31年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算について 
平成31年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計予算について
平成31年度天栄村農業集落排水事業特別会計予算について  
平成31年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について     
平成31年度天栄村簡易水道事業特別会計予算について     
平成31年度天栄村簡易排水処理施設特別会計予算について 
平成31年度天栄村介護保険特別会計予算について         
平成31年度天栄村風力発電事業特別会計予算について     
平成31年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について                               

歳入歳出66.7万円
歳入歳出28.5万円
歳入歳出179.4万円
歳入歳出3,437.8万円
歳入歳出1,221.5万円
歳入歳出2億959.2万円
歳入歳出272.2万円
歳入歳出3,345.5万円
歳入歳出183.8万円
歳入歳出6億5,446.4万円
歳入歳出7,324.3万円
歳入歳出4,988万円

児渡滝田線道路改良工事請負契約
の額を5,131万4,040円に変更工事請負契約の一部変更について9 原案可決

学校教育法の改正に伴い、関連す
る専門職の要件が追加されたこと
により所要の改正

4 原案可決

平成30年度天栄村水道事業会計補正予算について

収益的収入及び支出
収入支出：72.5万円減額
資本的収入及び支出
収入：1,150.8万円を減額
支出：1,886万円を減額

22

平成31年度天栄村水道事業会計予算について

収益的収入及び支出
収入支出：1億4,883.8万円
資本的収入及び支出
収入：8,500.3万円
支出：1億3,354.4万円

37

平成31年4月
より

傍聴の際には①傍聴人受付票と②傍聴券 の２枚に
ご記入いただくようになります。傍聴の手順

STEP1
記入が終わりました
ら、①傍聴人受付票
は、傍聴人受付票回
収箱へ入れ
てください。

STEP2
②傍聴券を持って
議場へ入場し、傍聴
を行ってください。

STEP3
傍聴が終わりました
ら、②傍聴券を傍聴
券回収箱へ入れて
お帰りください。

STEP4
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号

傍聴券

可決

平成31年第1回臨時会の議案審議結果
［会期］ 1月２５日

条例改正（議案第１～３号）

第１回臨時会において、７件の議案が審議され、原案どおり可決となりました。議案の内容は下記のとおりです。

　全国町村議長会が示す「標準」町村議会傍聴規則の改正に伴い、天栄村議会傍聴規則の改正が行
われました。個人情報保護の観点から、傍聴の際にご記入いただいていた「傍聴人受付簿」が廃止となり、
新たに「傍聴人受付票」を設けることとなっています。

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に
関すること
村長等の給与及び旅費に関すること
職員の給与に関すること

可決平成30年度補正予算（議案第４～７号）

天栄村一般会計補正予算（歳入歳出それぞれ400万円追加）
天栄村国民健康保険特別会計補正予算（診療施設勘定：歳出の補正）
天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算（歳出の補正）
天栄村水道事業会計補正予算（収益的収入及び支出３.１万円追加）

1号

4号
5号
6号
7号

2号
３号

人事院勧告及び福島県
人事委員会勧告に基づく
期末手当及び旅費に関
する改正

3月定例会その他審議結果一覧表

①傍聴人受付票と
②傍聴券の両方に
住所・氏名・年齢を
ご記入ください。

傍聴規則が改正となりました
議
　
　案

事　件 内　容 結果
1 原案可決

2 原案可決

3 原案可決

児童扶養手当法の改正に伴う所要
の改正

災害弔慰金の支給等に関する法
律の改正に伴う所要の改正

天栄村ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
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て

労働基準法の改正を踏まえた所
要の改正

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

個人情報保護法の改正に伴う所要
の改正天栄村個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

10 原案可決

11 原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

天栄村農業促進ハウスの指定管理者の指定について

特定非営利活動法人湯田組
理事長　星　孝美
特定非営利活動法人湯田組
理事長　星　孝美

天栄村農村交流施設の指定管理者の指定について

5 原案可決

地方税法等の改正に伴う所要の改
正天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について6 原案可決

平成30年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 事業勘定 3,107.4万円減額
診療施設勘定 302.4万円減額13

平成31年度天栄村国民健康保険特別会計予算について 事業勘定歳入歳出6億7,533万円
診療施設勘定歳入歳出4,730.8万円24

財産の取得に関し議決を求めることについて 道の駅季の里天栄周辺用地取得
54,680㎡ 5,788万656円38 原案可決

14
15
16
17
18
19
20
21

平成30年度牧本財産区特別会計補正予算について
平成30年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について
平成30年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について
平成30年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 
平成30年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 
平成30年度天栄村介護保険特別会計補正予算について     
平成30年度天栄村風力発電事業特別会計補正予算について
平成30年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について

歳入歳出35.1万円減額
歳出の補正
歳入歳出23.9万円追加
歳入歳出13万円減額
歳入歳出55万円減額
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25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
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平成31年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算について 
平成31年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計予算について
平成31年度天栄村農業集落排水事業特別会計予算について  
平成31年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について     
平成31年度天栄村簡易水道事業特別会計予算について     
平成31年度天栄村簡易排水処理施設特別会計予算について 
平成31年度天栄村介護保険特別会計予算について         
平成31年度天栄村風力発電事業特別会計予算について     
平成31年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について                               

歳入歳出66.7万円
歳入歳出28.5万円
歳入歳出179.4万円
歳入歳出3,437.8万円
歳入歳出1,221.5万円
歳入歳出2億959.2万円
歳入歳出272.2万円
歳入歳出3,345.5万円
歳入歳出183.8万円
歳入歳出6億5,446.4万円
歳入歳出7,324.3万円
歳入歳出4,988万円

児渡滝田線道路改良工事請負契約
の額を5,131万4,040円に変更工事請負契約の一部変更について9 原案可決

学校教育法の改正に伴い、関連す
る専門職の要件が追加されたこと
により所要の改正

4 原案可決

平成30年度天栄村水道事業会計補正予算について

収益的収入及び支出
収入支出：72.5万円減額
資本的収入及び支出
収入：1,150.8万円を減額
支出：1,886万円を減額

22

平成31年度天栄村水道事業会計予算について

収益的収入及び支出
収入支出：1億4,883.8万円
資本的収入及び支出
収入：8,500.3万円
支出：1億3,354.4万円

37

平成31年4月
より

傍聴の際には①傍聴人受付票と②傍聴券 の２枚に
ご記入いただくようになります。傍聴の手順

STEP1
記入が終わりました
ら、①傍聴人受付票
は、傍聴人受付票回
収箱へ入れ
てください。

STEP2
②傍聴券を持って
議場へ入場し、傍聴
を行ってください。

STEP3
傍聴が終わりました
ら、②傍聴券を傍聴
券回収箱へ入れて
お帰りください。

STEP4
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No.1469
民生児童委員（敬老会）

　平成３１年３月定例会の一般質問は、３月５日に行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした一
門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、興
味のある方は会議録の閲覧もできます。

添田村政の村づくりについて1

民生委員の待遇について3
住宅用火災警報器について2

服部　晃 議員 P94番1

定住促進住宅の家賃滞納について1
こども議会の開催について2

熊田 喜八議員 P108番2

震災復興事業の進捗状況について1
東京オリンピックと村としての関連について2

北畠　正 議員 P111番3

人口減少と少子高齢化対策について1
道の駅季の里天栄周辺整備の進捗状況は2

後藤　修 議員 P129番4

村
政
を

問
う

　「議会」は、住民の皆さんに
代わって村の行財政の運営
を監視する役割があります。
　一般質問は、その議会を
構成する「議員」に与えられ
た権利です。村の事務の執
行状況や村の将来への考え
方について報告や説明を村
長に求めることができます。
村民のための適切な村政運
営が図られているか、質問を
行っています。

一般質問って
なぁに？？

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
添
田
村
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、２
期

目
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
６
ヶ
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
間
、少
子
高
齢
化
対

策
や
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
、村
民
の
た

め
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
村
づ
く

り
を
考
え
た
場
合
、季
の
里
天
栄
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、ま
だ
ま
だ
多
く

の
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
の
新
聞
に
、再
々
出
馬
さ
れ
る
と
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、多
く
の
村
民

の
方
々
も
、こ
の
記
事
を
見
て
添
田
村
長
の

本
心
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
村
長
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
基
本
的
な
姿
勢
と
今
後
の
村
づ
く
り

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、

村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
村
長
と
し
て
、村
政
運
営
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
は
、「
村
民
が

主
役
」で
あ
り
、「
感
動
と
共
感
を
呼
ぶ
夢

の
あ
る
村
づ
く
り
」、「
み
ん
な
が
自
信
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
村
づ
く
り
」、そ

し
て「
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
っ
て
、若
者

が
希
望
を
持
ち
、高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
て
る
村
づ
く
り
」の
実
現
の
た
め
、東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興・再
生
、子
育

て
支
援
や
教
育
等
の
充
実
を
通
し
て
の

少
子
化
対
策
、高
齢
者
が
健
康
に
生
活
で

き
る
よ
う
な
高
齢
化
対
策
、移
住・定
住

な
ど
の
人
口
減
少
対
策
、安
全
な
地
域
づ

く
り
と
し
て
の
防
災
対
策
等
を
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
道
半
ば
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、村

民
の
皆
様
か
ら
の
負
託
を
い
た
だ
け
る

な
ら
ば
、私
は
、情
熱
を
持
っ
て
全
力
で
、

そ
れ
ら
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

村
民
の
皆
様
、議
会
の
皆
様
と
相
携
え
、

三
期
目
に
挑
ん
で
参
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
も
ま
も
な
く
終
了
と
な

り
ま
す
が
、今
年
度
は
住
宅
火
災
が
多
発

し
、県
内
に
お
い
て
は
火
災
に
よ
る
焼
死

者
と
し
て
、大
変
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
れ

ば
、多
く
の
人
が
助
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
が
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
５
位
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
天
栄
村
で
も
、先
月
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、何
％
の
世
帯
が
設
置
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
方
法
で
１
０
０
％
に
も

っ
て
い
く
の
か
村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
平
成
30
年
実
施
の
須
賀
川
地
方
広
域

消
防
本
部
の
抽
出
調
査
で
の
、本
村
の
設

置
率
は
62・５
％
で
あ
り
、１
０
０
％
に
は

か
な
り
の
乖
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成

31
年
度
当
初
予
算
に
火
災
警
報
器
設
置

補
助
金
と
し
て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
、全
世
帯
へ
の
設
置
を
目
指
し
、対
応

し
て
参
り
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
の
皆
様
は
、１
年
間
、

入
学
式
、運
動
会
、敬
老
会
、卒
業
式
、研

修
と
数
多
く
の
行
事
に
参
加
し
て
お
り
、

大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
女
性
民
生
委
員
の
方
か
ら
、被
服
代
の

出
費
が
大
変
で
す
ね
、と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
で
も
、「
私
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら

し
ょ
う
が
な
い
ね
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、民
生
委
員
の
皆
様
の
報
酬
は
少
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
方
で
民
生
委
員
の
皆
様
の

ご
労
苦
に
感
謝
し
て
、行
事
用
の
ブ
レ
ザ

ー
を
揃
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
が
、村

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
民
生
児
童
委
員
の
職
務
は
、社
会
福
祉

増
進
の
た
め
、地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生

活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
や
援
助

活
動
等
で
あ
り
、地
域
住
民
の
生
活
が
多

様
化
、深
刻
化
す
る
な
か
で
、住
民
の
最

も
身
近
な
支
援
者
と
し
て
、誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

日
々
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
へ
、各
学

校
よ
り
ご
招
待
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、敬
老
会
に
お
い
て
は
、中
心
的

に
行
動
し
て
い
た
だ
き
、参
加
さ
れ
た
高

齢
者
の
皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
ブ
レ
ザ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺

い
、ま
た
、11
月
に
は
、現
在
の
委
員
の

方
々
の
改
選
の
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、新
た
な
体
制
に
な
っ
た
後
に
も
再

度
、意
見
を
伺
い
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村 

長

添
田
村
政
の

村
づ
く
り
に
つ
い
て

1

住
宅
用
火
災

警
報
器
に
つ
い
て

2

民
生
委
員
の

待
遇
に
つ
い
て

3

服
部
　
晃 

議
員

4番

か
い
り
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と
し
て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
、全
世
帯
へ
の
設
置
を
目
指
し
、対
応

し
て
参
り
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
の
皆
様
は
、１
年
間
、

入
学
式
、運
動
会
、敬
老
会
、卒
業
式
、研

修
と
数
多
く
の
行
事
に
参
加
し
て
お
り
、

大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
女
性
民
生
委
員
の
方
か
ら
、被
服
代
の

出
費
が
大
変
で
す
ね
、と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
で
も
、「
私
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら

し
ょ
う
が
な
い
ね
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、民
生
委
員
の
皆
様
の
報
酬
は
少
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
方
で
民
生
委
員
の
皆
様
の

ご
労
苦
に
感
謝
し
て
、行
事
用
の
ブ
レ
ザ

ー
を
揃
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
が
、村

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
民
生
児
童
委
員
の
職
務
は
、社
会
福
祉

増
進
の
た
め
、地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生

活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
や
援
助

活
動
等
で
あ
り
、地
域
住
民
の
生
活
が
多

様
化
、深
刻
化
す
る
な
か
で
、住
民
の
最

も
身
近
な
支
援
者
と
し
て
、誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

日
々
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
へ
、各
学

校
よ
り
ご
招
待
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、敬
老
会
に
お
い
て
は
、中
心
的

に
行
動
し
て
い
た
だ
き
、参
加
さ
れ
た
高

齢
者
の
皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
ブ
レ
ザ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺

い
、ま
た
、11
月
に
は
、現
在
の
委
員
の

方
々
の
改
選
の
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、新
た
な
体
制
に
な
っ
た
後
に
も
再

度
、意
見
を
伺
い
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

議 

員

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村 

長

添
田
村
政
の

村
づ
く
り
に
つ
い
て

1

住
宅
用
火
災

警
報
器
に
つ
い
て

2

民
生
委
員
の

待
遇
に
つ
い
て

3

服
部
　
晃 

議
員

4番
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12
月
定
例
会
の一般
質
問
に
お
い

て
、私
は
同
じ
く
こ
の
問
題
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
の
村
長
答
弁
と
し
ま
し

て
は「
４
名
の
方
が
完
納
と
な
り
、ま

た
、現
在
、過
年
度
分
と
し
て
滞
納

が
あ
る
方
は
４
名
で
、滞
納
額
の
合

計
は
約
１
０
０
万
円
で
あ
る
」と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
答
弁
に
つ
い
て
、村
民
の
多

く
の
方
々
か
ら
は
村
の
対
応
が
甘
す

ぎ
る
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。村
長

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
お
持
ち
な
の
か
、ま
た
現
在

の
滞
納
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
家
賃
滞
納
に
対
す
る
村
の
対
応

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま

で
も
滞
納
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

滞
納
の
原
因
や
生
活
状
況
な
ど
に
つ

い
て
滞
納
者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど

を
行
い
、滞
納
解
消
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、こ
の
度
の

家
賃
滞
納
額
が
大
幅
に
増
え
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
深
く

反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、滞
納
者
に
対
し
て
厳
し

さ
に
欠
け
て
い
た
こ
と
も
１
つ
の
要

因
で
あ
り
、今
後
は
、滞
納
が
増
え

る
前
の
初
期
の
段
階
で
納
入
相
談

等
を
適
切
に
行
い
、厳
し
い
対
応
も

視
野
に
入
れ
て
徴
収
を
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、現
時
点
で
の
滞
納
の
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、過
年
度
分
の
滞

納
者
が
３
名
、滞
納
額
が
75
万
２
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、計
画
的
な
納
入
に
よ
り

滞
納
額
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、解

消
の
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
、完
納
ま
で
し
っ

か
り
と
徴
収
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
る
12
月
26
日
に
天
栄
村
中
学

生
に
よ
る
模
擬
議
会
が
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。中
学
生
ら
し
く
、

若
さ
に
あ
ふ
れ
た
質
問
で
、傍
聴
し

て
い
た
方
々
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
提
案
し
ま
す
が
、こ
の
よ

う
に
素
晴
ら
し
い
結
果
が
出
た
以

上
、対
象
者
を
中
学
生
の
み
な
ら
ず
、

小
学
生
に
よ
る
こ
ど
も
議
会
を
開

催
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
昨
年
12
月
26
日
に
開
催
し
た「
中

学
生
に
よ
る
模
擬
議
会
」は
、２
つ
の

目
的
を
持
っ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
が
、「
本
村
の
施
策
や
む
ら

づ
く
り
に
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、生
徒
の
意
見
や
提
言
を
今

後
の
村
政
運
営
の
参
考
と
す
る
。」

　
２
つ
目
が
、「
本
村

の
中
学
校
の
生
徒
に
、

村
政一般
に
対
す
る
質

問
・
答
弁
を
通
じ
て
、

議
会
や
政
治
の
仕
組

み
に
つ
い
て
、体
験
的

に
学
習
し
、主
権
者
教

育
の一助
と
す
る
。」こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
模
擬
議
会
で
は
、中

学
生
の
視
点
か
ら
、日

ご
ろ
考
え
て
い
る
質

問
が
出
さ
れ
、白
熱
し

た
議
論
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、参
加
し
た
中

学
生
か
ら
は
、自
分
た

ち
の
住
む
天
栄
村
に

つ
い
て
、理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な
時

間
で
し
た
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
小
学
生
に
よ
る
こ
ど
も
議
会
を

開
催
し
て
み
て
は
ど
う
か
」と
の
ご

質
問
で
あ
り
ま
す
が
、学
校
で
の
授

業
内
容
と
の
関
わ
り
等
も
踏
ま
え
、

今
後
、議
会
、教
育
委
員
会
な
ど
と

協
議
を
し
な
が
ら
、検
討
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
議
会
の

開
催
に
つ
い
て

2

定
住
促
進
住
宅
の

家
賃
滞
納
に
つ
い
て

1議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

中学生による模擬議会

ため池底質除去処理委託事業

熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、東
京
電

力
福
島
第一原
発
事
故
に
伴
う
除
染

廃
棄
物
が
、村
内
の
仮
置
場
に
多
数

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
搬

出
が
い
つ
ま
で
か
か
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
ま
た
、た
め
池
底
質
除
去
処
理
委

託
は
今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
い
、ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
、今

後
ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
仮
置
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
除
染

土
壌
等
の
輸
送
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
も
搬
出
中
で
あ
り
、今
年
度
ま

で
に
14
箇
所
あ
っ
た
仮
置
場
の
う
ち
、

９
箇
所
の
搬
出
が
終
了
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　「
た
め
池
底
質
除
去
処
理
委
託
事

業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、原
発
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が

「
農
業
用
た
め
池
」に
蓄
積
し
た
こ
と

に
よ
り
、事
故
前
ま
で
行
っ
て
き
た

土
砂
上
げ
が
出
来
な
く
な
る
な
ど
、

た
め
池
の
維
持
管
理
に
支
障
を
来

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、た
め
池
に
蓄

積
し
た「
８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以

上
」の
土
砂
等
を
除
去
し
、営
農
環

境
の
回
復
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、本

年
度
、地
区
か
ら
追
加
で
調
査
要
望

の
あ
っ
た
３
か
所
の
た
め
池
の
詳
細

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、こ
の
調
査

結
果
で
、底
質
除
去
が
必
要
と
な
る

た
め
池
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
１
年

度
で
の
事
業
実
施
を
国
に
申
請
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
村
と
し
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、村
の
観
光
振
興
の
た
め
に
、

他
の
市
町
村
の
よ
う
に
ホ
ス
ト
国
に

な
る
と
か
、外
国
か
ら
多
く
の
方
が

お
見
え
に
な
る
の
で
交
流
事
業
な
ど

を
企
画
す
る
な
ど
、村
を
売
り
出
す

の
に
は
絶
好
の
機
会
だ
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
村
と
し

て
の
関
連
に
つ
い
て
」で
あ
り
ま
す

が
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
自
治
体

を
み
ま
す
と
、村
単
独
で
登
録
し
て

い
る
自
治
体
は
数
件
ほ
ど
で
あ
り
、

交
流
状
況
や
予
算
、マ
ン
パ
ワ
ー
規

模
か
ら
も
本
村
で
は
手
を
挙
げ
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、外
国
の
方
々
と
の
交
流
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、来
村
さ
れ
る

日
程
の
把
握
が
困
難
で
あ
り
、事
業

設
定
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、村
内

の
観
光
施
設
等
々
で
の
日
々
の「
お

も
て
な
し
」な
ど
で
交
流
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
ま

す
の
で
、未
来
を
担
う
人
材
育
成
を

見
据
え
、風
評
払
拭
や
復
興
の
Ｐ
Ｒ

も
含
め
、国・県
の
事
業
も
活
用・連

携
し
な
が
ら
、村
で
取
り
組
め
る
事

業
を
企
画
・
検
討
し
、さ
ら
に
民
間

で
も
取
り
組
め
る
事
業
を
広
報
す

る
な
ど
、地
域
全
体
で
機
運
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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員
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員
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長
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長

東
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と

村
と
し
て
の

関
連
に
つ
い
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2
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12
月
定
例
会
の一般
質
問
に
お
い

て
、私
は
同
じ
く
こ
の
問
題
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
の
村
長
答
弁
と
し
ま
し

て
は「
４
名
の
方
が
完
納
と
な
り
、ま

た
、現
在
、過
年
度
分
と
し
て
滞
納

が
あ
る
方
は
４
名
で
、滞
納
額
の
合

計
は
約
１
０
０
万
円
で
あ
る
」と
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
答
弁
に
つ
い
て
、村
民
の
多

く
の
方
々
か
ら
は
村
の
対
応
が
甘
す

ぎ
る
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。村
長

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
お
持
ち
な
の
か
、ま
た
現
在

の
滞
納
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
家
賃
滞
納
に
対
す
る
村
の
対
応

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま

で
も
滞
納
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

滞
納
の
原
因
や
生
活
状
況
な
ど
に
つ

い
て
滞
納
者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど

を
行
い
、滞
納
解
消
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、こ
の
度
の

家
賃
滞
納
額
が
大
幅
に
増
え
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
深
く

反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、滞
納
者
に
対
し
て
厳
し

さ
に
欠
け
て
い
た
こ
と
も
１
つ
の
要

因
で
あ
り
、今
後
は
、滞
納
が
増
え

る
前
の
初
期
の
段
階
で
納
入
相
談

等
を
適
切
に
行
い
、厳
し
い
対
応
も

視
野
に
入
れ
て
徴
収
を
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、現
時
点
で
の
滞
納
の
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、過
年
度
分
の
滞

納
者
が
３
名
、滞
納
額
が
75
万
２
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、計
画
的
な
納
入
に
よ
り

滞
納
額
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、解

消
の
兆
し
も
見
え
て
き
て
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
、完
納
ま
で
し
っ

か
り
と
徴
収
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
る
12
月
26
日
に
天
栄
村
中
学

生
に
よ
る
模
擬
議
会
が
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。中
学
生
ら
し
く
、

若
さ
に
あ
ふ
れ
た
質
問
で
、傍
聴
し

て
い
た
方
々
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
提
案
し
ま
す
が
、こ
の
よ

う
に
素
晴
ら
し
い
結
果
が
出
た
以

上
、対
象
者
を
中
学
生
の
み
な
ら
ず
、

小
学
生
に
よ
る
こ
ど
も
議
会
を
開

催
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
昨
年
12
月
26
日
に
開
催
し
た「
中

学
生
に
よ
る
模
擬
議
会
」は
、２
つ
の

目
的
を
持
っ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
が
、「
本
村
の
施
策
や
む
ら

づ
く
り
に
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、生
徒
の
意
見
や
提
言
を
今

後
の
村
政
運
営
の
参
考
と
す
る
。」

　
２
つ
目
が
、「
本
村

の
中
学
校
の
生
徒
に
、

村
政一般
に
対
す
る
質

問
・
答
弁
を
通
じ
て
、

議
会
や
政
治
の
仕
組

み
に
つ
い
て
、体
験
的

に
学
習
し
、主
権
者
教

育
の一助
と
す
る
。」こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
模
擬
議
会
で
は
、中

学
生
の
視
点
か
ら
、日

ご
ろ
考
え
て
い
る
質

問
が
出
さ
れ
、白
熱
し

た
議
論
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、参
加
し
た
中

学
生
か
ら
は
、自
分
た

ち
の
住
む
天
栄
村
に

つ
い
て
、理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な
時

間
で
し
た
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
小
学
生
に
よ
る
こ
ど
も
議
会
を

開
催
し
て
み
て
は
ど
う
か
」と
の
ご

質
問
で
あ
り
ま
す
が
、学
校
で
の
授

業
内
容
と
の
関
わ
り
等
も
踏
ま
え
、

今
後
、議
会
、教
育
委
員
会
な
ど
と

協
議
を
し
な
が
ら
、検
討
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
議
会
の

開
催
に
つ
い
て

2

定
住
促
進
住
宅
の

家
賃
滞
納
に
つ
い
て

1議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

中学生による模擬議会

ため池底質除去処理委託事業

熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、東
京
電

力
福
島
第一原
発
事
故
に
伴
う
除
染

廃
棄
物
が
、村
内
の
仮
置
場
に
多
数

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
搬

出
が
い
つ
ま
で
か
か
る
の
か
伺
い
た

い
。

　
ま
た
、た
め
池
底
質
除
去
処
理
委

託
は
今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
い
、ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
、今

後
ど
の
よ
う
な
事
業
計
画
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
仮
置
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
除
染

土
壌
等
の
輸
送
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
も
搬
出
中
で
あ
り
、今
年
度
ま

で
に
14
箇
所
あ
っ
た
仮
置
場
の
う
ち
、

９
箇
所
の
搬
出
が
終
了
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　「
た
め
池
底
質
除
去
処
理
委
託
事

業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、原
発
事
故
に

よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が

「
農
業
用
た
め
池
」に
蓄
積
し
た
こ
と

に
よ
り
、事
故
前
ま
で
行
っ
て
き
た

土
砂
上
げ
が
出
来
な
く
な
る
な
ど
、

た
め
池
の
維
持
管
理
に
支
障
を
来

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、た
め
池
に
蓄

積
し
た「
８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以

上
」の
土
砂
等
を
除
去
し
、営
農
環

境
の
回
復
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、本

年
度
、地
区
か
ら
追
加
で
調
査
要
望

の
あ
っ
た
３
か
所
の
た
め
池
の
詳
細

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、こ
の
調
査

結
果
で
、底
質
除
去
が
必
要
と
な
る

た
め
池
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
１
年

度
で
の
事
業
実
施
を
国
に
申
請
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
村
と
し
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、村
の
観
光
振
興
の
た
め
に
、

他
の
市
町
村
の
よ
う
に
ホ
ス
ト
国
に

な
る
と
か
、外
国
か
ら
多
く
の
方
が

お
見
え
に
な
る
の
で
交
流
事
業
な
ど

を
企
画
す
る
な
ど
、村
を
売
り
出
す

の
に
は
絶
好
の
機
会
だ
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
村
と
し

て
の
関
連
に
つ
い
て
」で
あ
り
ま
す

が
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
自
治
体

を
み
ま
す
と
、村
単
独
で
登
録
し
て

い
る
自
治
体
は
数
件
ほ
ど
で
あ
り
、

交
流
状
況
や
予
算
、マ
ン
パ
ワ
ー
規

模
か
ら
も
本
村
で
は
手
を
挙
げ
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、外
国
の
方
々
と
の
交
流
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、来
村
さ
れ
る

日
程
の
把
握
が
困
難
で
あ
り
、事
業

設
定
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、村
内

の
観
光
施
設
等
々
で
の
日
々
の「
お

も
て
な
し
」な
ど
で
交
流
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
ま

す
の
で
、未
来
を
担
う
人
材
育
成
を

見
据
え
、風
評
払
拭
や
復
興
の
Ｐ
Ｒ

も
含
め
、国・県
の
事
業
も
活
用・連

携
し
な
が
ら
、村
で
取
り
組
め
る
事

業
を
企
画
・
検
討
し
、さ
ら
に
民
間

で
も
取
り
組
め
る
事
業
を
広
報
す

る
な
ど
、地
域
全
体
で
機
運
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

村
と
し
て
の

関
連
に
つ
い
て

2

震
災
復
興
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

1
北
畠
　
正 

議
員

1番
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活動議会 員議 の活動

未整備区間の早期整備を
　天栄村・西郷村・白河市で構成されている県道白河羽鳥
線道路整備促進期成同盟会（会長添田勝幸天栄村長）は、
１月１８日に県土木部や県議会へ要望活動を行いました。
　廣瀬和吉議長の代理として後藤修副議長、大須賀渓
仁産業建設常任委員長らが参加し、真名子峠の改良整
備促進や羽鳥湖周辺の未整備区間の早期整備など、活
力ある地域開発を進めるうえで重要となる本路線の整
備について、より一層促進されるよう要望しました。 添田会長から柳沼副議長へ要望書を手渡す

▶県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会県要望／平成31年1月18日

地域の特性を活かして
　平成31年2月12日、岩瀬地方町村議会議員協議会主
催による研修会が文化の森てんえいで開催され、天栄
村、鏡石町の議会議員18名が参加しました。会長の廣瀬
和吉天栄村議会議長が主催者挨拶を行い、開催地村長
として添田勝幸村長、来賓として出席した岩瀬地方町村
会会長の遠藤栄作鏡石町長、宗方保県議会議員より祝
辞がありました。
　研修会では、松崎酒造株式会社の杜氏兼取締役専務
を務める松崎祐行氏を講師としてお招きし、「地域の特
性を活かした酒造りと今後の展望」と題した講演が行わ
れ、酒造りや村内での原料米の作付けなどについて拝聴
しました。 研修会の様子

▶岩瀬地方町村議会議員協議会研修会／平成31年2月12日

（仮称）鳳坂トンネルの早期完成を
　天栄村と下郷町で組織している国道１１８号道路改良促
進期成同盟会（会長星學下郷町長）が、（仮称）鳳坂トンネル
の早期完成などを求めて、国会議員並びに国関係機関、
県に対して要望活動を行いました。
　衆参両院の議員会館では、菅家一郎衆議院議員を初
め、福島県関係の国会議員に対して、地域住民の熱い思
いなどを伝え、国土交通省および財務省では、道路の重
要性や早期開通に向けた支援を要望しました。 菅家一郎衆議院議員へ要望書を提出

▶国道１１８号道路改良促進期成同盟会県・中央要望／平成31年2月14～15日

産
業
課
長

産
業
課
長

企
画
政
策
課
長

住
民
福
祉
課
長

道
の
駅
季
の

里
天
栄
周
辺
整
備
の

進
捗
状
況
は 

2

　
我
が
村
の
人
口
も
年
々
減
少
し
て

お
り
、抑
制
政
策
は
喫
緊
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。村
と
し
て
も
、

い
ろ
い
ろ
と
方
策
を
実
施
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、今
後
の
人
口
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
、そ
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
に
関
し
て
は

本
村
の
み
な
ら
ず
、全
国
的
な
大
き
な
課

題
で
あ
り
、村
に
お
い
て
も
総
合
戦
略
を

策
定
し
、人
口
減
少
に
対
応
し
た
活
力
あ

る
ま
ち
を
維
持
す
る
た
め
、各
種
事
業
を

展
開
し
て
約
60
名
の
転
入
が
み
ら
れ
ま

し
た
。今
後
も
情
報
発
信
を
強
化
し
て
、

人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
各

課
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
過
去
５
年
間
の
婚
活
事
業
は
何
回

行
い
、そ
の
う
ち
カ
ッ
プ
ル
は
何
組
で
、

結
婚
ま
で
至
っ
た
の
は
何
人
か
。

　
15
回
実
施
し
、54
組
の
カ
ッ
プ
ル
で
、

結
婚
に
結
び
つ
い
た
の
は
２
組
で
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン・Ｉ
タ
ー
ン
者
は
い
る
の
か
。

　
８
名
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
出
生
数
と
亡
く
な

ら
れ
た
人
数
は
。

　
１
月
現
在
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
数

25
名
、死
亡
者
数
89
名
で
あ
り
ま
す
。

　
道
の
駅
季
の
里
天
栄
周
辺
整
備
に

か
か
る
計
画
発
表
が
さ
れ
て
か
ら
数

カ
月
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
用
地
の
取
得
が
遅
れ
て
、ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、土
地
所
有
者
と
売
買

及
び
立
木
補
償
に
か
か
る
仮
契
約
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。今
後
は
、補
助
金
等
の
財

源
確
保
に
向
け
て
、実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
地
権
者
と
の
話
し
合
い
は
何
回
行
っ

た
の
か
。

　
今
ま
で
に
計
５
回
行
い
、全
員
の
賛

同
を
得
て
、仮
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
全
地
積
と
売
買
金
額
は
。

　
地
積
は
水
田
、山
林
、雑
地
で
５
４
，

６
８
０
㎡
、売
買
金
額
は
立
木
代
も
含

め
５
，７
８
８
万
６
５
６
円
で
す
。

　
５
，０
０
０
万
円
の
予
算
で
造
成
を

実
施
す
る
と
し
て
い
る
が
、そ
の
後
の

完
成
ま
で
の
経
費
は
ど
の
よ
う
に
捻

出
す
る
考
え
か
。

　
国・県
等
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、補
助

金
を
受
け
る
べ
く
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

　
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
か
ら
出
る
土
の

土
盛
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
土
質
を
み
な
が
ら
、最
適
な
土
を
現

場
へ
搬
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
花
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。桜
木
や
そ
の

他
多
く
の
花
を
植
え
て
、近
く
に
あ
る

伝
承
館
の
活
用
と
合
わ
せ「
○
○
花
祭

り
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
花
植
え
等
も
含
め
、伝

承
館
の
活
用
を
考
え
な
が
ら
誘
客
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

1議 

員

議 

員

議 
員

議 

員
産
業
課
長

産
業
課
長
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員
議 
員

産
業
課
長
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員

産
業
課
長

議 

員
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員
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員
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長

後
藤
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議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

9番

道の駅季の里天栄拡充予定地

首都圏等での新規
就農者向け説明会
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活動議会 員議 の活動

未整備区間の早期整備を
　天栄村・西郷村・白河市で構成されている県道白河羽鳥
線道路整備促進期成同盟会（会長添田勝幸天栄村長）は、
１月１８日に県土木部や県議会へ要望活動を行いました。
　廣瀬和吉議長の代理として後藤修副議長、大須賀渓
仁産業建設常任委員長らが参加し、真名子峠の改良整
備促進や羽鳥湖周辺の未整備区間の早期整備など、活
力ある地域開発を進めるうえで重要となる本路線の整
備について、より一層促進されるよう要望しました。 添田会長から柳沼副議長へ要望書を手渡す

▶県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会県要望／平成31年1月18日

地域の特性を活かして
　平成31年2月12日、岩瀬地方町村議会議員協議会主
催による研修会が文化の森てんえいで開催され、天栄
村、鏡石町の議会議員18名が参加しました。会長の廣瀬
和吉天栄村議会議長が主催者挨拶を行い、開催地村長
として添田勝幸村長、来賓として出席した岩瀬地方町村
会会長の遠藤栄作鏡石町長、宗方保県議会議員より祝
辞がありました。
　研修会では、松崎酒造株式会社の杜氏兼取締役専務
を務める松崎祐行氏を講師としてお招きし、「地域の特
性を活かした酒造りと今後の展望」と題した講演が行わ
れ、酒造りや村内での原料米の作付けなどについて拝聴
しました。 研修会の様子

▶岩瀬地方町村議会議員協議会研修会／平成31年2月12日

（仮称）鳳坂トンネルの早期完成を
　天栄村と下郷町で組織している国道１１８号道路改良促
進期成同盟会（会長星學下郷町長）が、（仮称）鳳坂トンネル
の早期完成などを求めて、国会議員並びに国関係機関、
県に対して要望活動を行いました。
　衆参両院の議員会館では、菅家一郎衆議院議員を初
め、福島県関係の国会議員に対して、地域住民の熱い思
いなどを伝え、国土交通省および財務省では、道路の重
要性や早期開通に向けた支援を要望しました。 菅家一郎衆議院議員へ要望書を提出

▶国道１１８号道路改良促進期成同盟会県・中央要望／平成31年2月14～15日
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我
が
村
の
人
口
も
年
々
減
少
し
て

お
り
、抑
制
政
策
は
喫
緊
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。村
と
し
て
も
、

い
ろ
い
ろ
と
方
策
を
実
施
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、今
後
の
人
口
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
、そ
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

　
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
に
関
し
て
は

本
村
の
み
な
ら
ず
、全
国
的
な
大
き
な
課

題
で
あ
り
、村
に
お
い
て
も
総
合
戦
略
を

策
定
し
、人
口
減
少
に
対
応
し
た
活
力
あ

る
ま
ち
を
維
持
す
る
た
め
、各
種
事
業
を

展
開
し
て
約
60
名
の
転
入
が
み
ら
れ
ま

し
た
。今
後
も
情
報
発
信
を
強
化
し
て
、

人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
各

課
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
過
去
５
年
間
の
婚
活
事
業
は
何
回

行
い
、そ
の
う
ち
カ
ッ
プ
ル
は
何
組
で
、

結
婚
ま
で
至
っ
た
の
は
何
人
か
。

　
15
回
実
施
し
、54
組
の
カ
ッ
プ
ル
で
、

結
婚
に
結
び
つ
い
た
の
は
２
組
で
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン・Ｉ
タ
ー
ン
者
は
い
る
の
か
。

　
８
名
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
出
生
数
と
亡
く
な

ら
れ
た
人
数
は
。

　
１
月
現
在
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
数

25
名
、死
亡
者
数
89
名
で
あ
り
ま
す
。

　
道
の
駅
季
の
里
天
栄
周
辺
整
備
に

か
か
る
計
画
発
表
が
さ
れ
て
か
ら
数

カ
月
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
用
地
の
取
得
が
遅
れ
て
、ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、土
地
所
有
者
と
売
買

及
び
立
木
補
償
に
か
か
る
仮
契
約
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。今
後
は
、補
助
金
等
の
財

源
確
保
に
向
け
て
、実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
地
権
者
と
の
話
し
合
い
は
何
回
行
っ

た
の
か
。

　
今
ま
で
に
計
５
回
行
い
、全
員
の
賛

同
を
得
て
、仮
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
全
地
積
と
売
買
金
額
は
。

　
地
積
は
水
田
、山
林
、雑
地
で
５
４
，

６
８
０
㎡
、売
買
金
額
は
立
木
代
も
含

め
５
，７
８
８
万
６
５
６
円
で
す
。

　
５
，０
０
０
万
円
の
予
算
で
造
成
を

実
施
す
る
と
し
て
い
る
が
、そ
の
後
の

完
成
ま
で
の
経
費
は
ど
の
よ
う
に
捻

出
す
る
考
え
か
。

　
国・県
等
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、補
助

金
を
受
け
る
べ
く
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

　
鳳
坂
ト
ン
ネ
ル
工
事
か
ら
出
る
土
の

土
盛
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
土
質
を
み
な
が
ら
、最
適
な
土
を
現

場
へ
搬
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
花
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。桜
木
や
そ
の

他
多
く
の
花
を
植
え
て
、近
く
に
あ
る

伝
承
館
の
活
用
と
合
わ
せ「
○
○
花
祭

り
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
花
植
え
等
も
含
め
、伝

承
館
の
活
用
を
考
え
な
が
ら
誘
客
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
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道の駅季の里天栄拡充予定地

首都圏等での新規
就農者向け説明会
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日
本
独
自
の
文
化
で
も
あ
る
新
元
号
が
発

表
さ
れ
、こ
れ
を
一つ
の
区
切
り
と
し
て
、新
し

く
始
ま
る
時
代
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
過
日
テ
レ
ビ
で
世
界
最
高
齢
者
と
なっ
た
田

中
カ
子
さ
ん（
１
１
６
歳
）が
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
る
姿
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。明
治
、大

正
、昭
和
、平
成
、令
和
と
五
代
に
亘
る
元
号

の
下
に
歩
み
続
け
て
お
ら
れ
る
人
生
は
日
本

の
近
代
化
に
お
け
る
歴
史
の
生
き
字
引
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
田
中
さ
ん
が
自
分
の
長

生
き
に
つい
て「
毎
日
よ
く
食
べ
、笑
い
を
絶
や

さ
ず
に
過
ご
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ど
ん
な
に
悲
し
く
、苦
し
く
と
も
明
日
を

信
じ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
３
月
の
定
例
会
で
は
、全
議
員
が
新
年
度
の

事
業
内
容
と
予
算
額
に
つい
て
、適
正
で
あ
る

か
ど
う
か
、深
く
踏
み
込
ん
だ
質
問
を
さ
れ
、

慎
重
な
る
審
議
の
上
、一般
会
計
で
46
億
４
，６

０
０
万
円
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
る

よ
う
、しっか
り
と
監
視
を
し
、村
の
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

内容は14ページ記事をご覧ください。

●平成３１年３月定例会…………P2～6
●４議員が一般質問……………P8～12
●議員表彰 ……………………………… P14

主 な 内 容

か
ね

表紙の写真
　４月８日（月）に行われた大里小学校入学式での一コマ
です。校長先生から教科書を受け取る姿は、緊張しながら
も、これから始まる新しい生活への期待に溢れているよう
に感じられます。元気に成長してもらいたいですね。

　去る２月６日に開催された第７０回
全国町村議会議長会定期総会におい
て、「自治功労者として１５年以上議会
議員に在職し、村自治の振興発展に
尽くされた」として、廣瀬和吉議長、後
藤修副議長、揚妻一男議員、小山克彦
議員の４名に対し、全国町村議会議長
会会長より表彰状と記念品が贈られ
ました。
　これらの表彰状は、３月定例会にお
いて廣瀬議長から各議員に伝達され
ました。 左から小山議員、廣瀬議長、後藤副議長、揚妻議員

自治功労者表彰を
４名が受賞活動

の員議会議

［平成３１年３月１１日］


